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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　過酸化水素および／または無機化合物もしくは有機化合物への過酸化水素の固体付加生
成物から選択される少なくとも１種の酸化剤、
　式（I）：
【化１】

［式中、ｘは１、２または３の数の１つを表す］
で示される少なくとも１種のアルカノールアミン、
　および式（II）：
【化２】

［式中、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ互いに独立に、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル基または
Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル基を表すか、または、Ｒ１およびＲ２は、アルカノールア
ミンの炭素原子と共に、４～８個の環原子を有し、１～２個のヘテロ原子を任意に有しう
る環を形成し、但し、Ｒ１およびＲ２は同時に水素を表さない］
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で示される少なくとも１種のアルカノールアミン
を化粧用担体中に含む、ケラチン性繊維を酸化的染色するための剤であって、該剤はアン
モニアもアンモニウム塩も含まず、
該剤は、式（I）で示されるアルカノールアミンおよび式（II）で示されるアルカノール
アミンを、ケラチン性繊維を酸化的染色するための剤の全重量に基づいて、０.５～２５
重量％の合計量で含有し、ここで、式（I）で示されるアルカノールアミンと式（II）で
示されるアルカノールアミンとの重量比は１:２～２:１であり、
　該剤は、少なくとも１種の酸化染料前駆物質および／または直接染料を色調変化成分と
して含む、剤。
【請求項２】
　式（I）で示されるアルカノールアミンとして、モノエタノールアミンを含む、請求項
１に記載の剤。
【請求項３】
　式（II）で示されるアルカノールアミンとして、Ｒ１および／またはＲ２がＣ１～Ｃ６

アルキル基を表すか、またはＲ１およびＲ２がアルカノールアミンの炭素原子と共にシク
ロペンチル基、シクロヘキシル基またはテトラヒドロピラン基を表す式（II）で示される
少なくとも１種の化合物を含む、請求項１または２に記載の剤。
【請求項４】
　式（I）で示されるアルカノールアミンとしてモノエタノールアミン（ｘ=１）、および
式（II）で示されるアルカノールアミンとして、Ｒ１およびＲ２がそれぞれメチル基を表
す式（II）で示される少なくとも１種の化合物を含む、請求項１～３のいずれかに記載の
剤。
【請求項５】
　式（I）で示されるアルカノールアミンおよび式（II）で示されるアルカノールアミン
を、ケラチン性繊維を酸化的染色するための剤の全重量に基づいて、１～２０重量％の合
計量で含み、ここで、式（I）で示されるアルカノールアミンと式（II）で示されるアル
カノールアミンとの重量比が１:２～２:１である、請求項１～４のいずれかに記載の剤。
【請求項６】
　式ＲＣＯ２Ｒ’［式中、Ｒは、Ｃ７～Ｃ２１アルキル基またはＣ７～Ｃ２１アルケニル
基を表し、Ｒ’は、Ｃ８～Ｃ２２アルキル基またはＣ８～Ｃ２２アルケニル基を表す］で
示される脂肪酸アルキルエステルから選択される少なくとも１種の脂肪成分を追加的に含
む、請求項１～５のいずれかに記載の剤。
【請求項７】
　ケラチン性繊維を酸化明色化する際の明色化力を向上させるための、請求項１～６のい
ずれかに記載の剤の化粧的、非治療的使用。
【請求項８】
　化粧用担体中に式（I）：
【化３】

［式中、ｘは１、２または３の数の１つを表す］
で示される少なくとも１種のアルカノールアミンおよび式（II）：
【化４】

［式中、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ互いに独立に、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル基または
Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル基を表すか、または、Ｒ１およびＲ２は、アルカノールア
ミンの炭素原子と共に、４～８個の環原子を有し、１～２個のヘテロ原子を任意に有しう
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る環を形成し、但し、Ｒ１およびＲ２は同時に水素を表さない］
で示される少なくとも１種のアルカノールアミンを含む調製物（Ａ）を含有する少なくと
も１つの第一容器（Ｃ１）、
ここで、該調製物は、式（I）で示されるアルカノールアミンおよび式（II）で示される
アルカノールアミンを、ケラチン性繊維を酸化的染色するための剤の全重量に基づいて、
０.５～２５重量％の合計量で含有し、ここで、式（I）で示されるアルカノールアミンと
式（II）で示されるアルカノールアミンとの重量比は１:２～２:１であり、
　該調製物は、少なくとも１種の酸化染料前駆物質および／または直接染料を色調変化成
分として含み、
および
　化粧用担体中に少なくとも１種の酸化剤を含む顕色剤調製物（Ｂ）を含有する少なくと
も１つの第二容器（Ｃ２）
を含有し、該調製物（Ａ）および該顕色剤調製物（Ｂ）がいずれも、アンモニアもアンモ
ニウム塩も含まない、部品のキット。
【請求項９】
　調製物（Ａ）が少なくとも１種の酸化染料前駆物質および／または少なくとも１種の直
接染料から選択される少なくとも１つの発色成分を含む、請求項８に記載の部品のキット
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ケラチン性繊維、特に人毛の、酸化明色化および／または染色用の剤であっ
て、少なくとも２つの構造的に異なるアルカノールアミンおよび少なくとも１つの酸化剤
を含んで成り、アンモニア不含剤、ならびに白髪被覆の向上および明色化力の向上のため
のその使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪の形状および色を変更することは、現代の化粧料の重要な分野である。消費者は、
流行のヘアスタイルカラー計画のために、または灰色もしくは白色の毛髪を流行のまたは
自然の色合いにするために、明色化剤または色調変化剤に頼っている。これらの剤は、所
望される着色および明色化力に加えて、毛髪への損傷をできるだけ減らし、繊維構造を維
持すべきである。
【０００３】
　特にケラチン含有繊維、例えば人毛用の、色調を変化させる化粧剤を提供するために、
染色の要求に応じて多様な染色系があることを当業者は認識している。対応する堅牢性を
有する永久的な激しい染色のために、いわゆる酸化染料が使用され、酸化剤または大気中
の酸素の影響下で、いわゆる酸化染料前駆物質から実際の染料が形成される。実際に、酸
化染料は、着色効果の長期持続性に優れるという特徴を有する。一時的な着色には、通常
、直接染料を着色成分として含有する着色剤またはトーナーが使用される。これらは、基
材上に直接的に吸収され、発色のためにどのような酸化過程も必要としない染料分子であ
る。
【０００４】
　酸化剤の調製物、例えば過酸化水素の溶液は、一般に、人毛の明色化または金髪化のた
めに使用される。この明色化は、酸化着色作用または直接染料を使用する着色と組み合わ
すことができる。
【０００５】
　酸化明色化剤および染毛剤は、それらの有利な着色特性にもかかわらず、使用者に不都
合をもたらす。人毛にそれらを塗布する前に、酸化染料を、過酸化水素の希薄水溶液と混
合することが多い。次に、この混合物を、毛髪に塗布し、所定の接触時間後に再び濯ぎ落
とす。着色または実際の着色を発生させるためにこれらの酸化剤を使用することにより、
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毛髪構造および毛髪表面に損傷が生じる。色彩強度に関する剤の着色力の向上により、塗
布量又は塗布時間を減少させることが可能となる。
【０００６】
　さらに、ケラチン性繊維における酸化染色および明色化工程は、通例、アルカリ性のｐ
Ｈ、特に９.０～１０.５で行われる。そのようなｐＨ値は、外部鱗状層（キューティクル
）を開き、それによって活性種（染料前駆物質および／または過酸化水素）が毛髪に浸透
することを可能にするために必要とされる。使用されるアルカリ化剤は一般にアンモニア
であるが、アンモニアは、その強烈な臭気、ならびに皮膚刺激および皮膚過敏化にまで及
ぶ刺激が起こり得るため、使用者にとって不都合である。
【０００７】
　これまでに市販されている明色化および染色剤が良好な染色力を一般に有するとしても
、酸化剤およびアルカリ化剤の濃度が高いため、かつ、それらの潜在的皮膚刺激により、
それらが最適であるということはできない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明の課題は、アンモニア不含毛髪染料／毛髪明色化剤の着色の、堅牢
特性、白髪被覆力および明色化力を、これまで市販されている通常のアンモニア含有剤と
同等またはそれより優れるまで向上させ、それと同時に、毛髪損傷を減少させることであ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　意外にも、色調変化型の酸化剤において、アンモニアの代わりに、ある種のアルカノー
ルアミンをアルカリ化剤として添加することによって、明色化力の有意な向上がケラチン
性繊維において得られることが見出された。酸化毛髪染料も、このアルカリ化によって向
上した明色化力を示す。
【００１０】
　当業者は、毛髪着色において、モノエタノールアミンまたは２-アミノ-２-メチルプロ
パノールを添加することを以前から認識していた。これまで、２種のアルカノールアミン
の特定の組合せによって、アンモニア不含着色剤において剤を同じｐＨで使用でき、しか
も優れた明色化および染色力を維持できることは、先行技術において考えられていなかっ
た。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　したがって、本発明の第一の主題は、
　過酸化水素および／または無機化合物もしくは有機化合物へのその固体付加生成物から
選択される少なくとも１種の酸化剤、
　式（I）：
【化１】

［式中、ｘは１、２または３の数の１つを表す］
で示される少なくとも１種のアルカノールアミン、
　および式（II）：

【化２】

［式中、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ互いに独立に、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル基または
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Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル基を表すか、または、Ｒ１およびＲ２は、アルカノールア
ミンの炭素原子と共に、４～８個の環原子を有し、任意に１～２個のヘテロ原子を有しう
る環を形成し、但し、Ｒ１およびＲ２は同時に水素を表さない］
で示される少なくとも１種のアルカノールアミン
を化粧用担体中に含む、ケラチン性繊維、特に人毛を、酸化的染色および／または明色化
するための剤であり、ここで上記の剤は無アンモニアである。
【００１２】
　ケラチン性繊維またはケラチン繊維は、柔毛、羊毛、羽毛、特に人毛を意味するものと
理解される。本発明の剤は、主に、ケラチン繊維の染色に好適であるが、原則として、他
の分野におけるそれらの使用を妨げるものはない。
【００１３】
　本発明の使用に用いられる調製物は、化粧用担体中に活性物質を含んでなる。本発明に
関して、この化粧用担体は、水性、アルコール性、または水性-アルコール性である。本
発明の目的において、水性-アルコール性担体は、塗布混合物の全重量に基づいて、３～
７０重量％のＣ１～Ｃ４アルコール、特にエタノールまたはイソプロパノールを含有する
水含有溶液を意味するものと理解される。本発明の剤は、さらに、有機溶媒、例えば、４
-メトキシブタノール、エチルジグリコール、１,２-プロピレングリコール、n-プロパノ
ール、n-ブタノール、n-ブチレングリコール、グリセリン、ジエチレングリコールモノエ
チルエーテル、およびジエチレングリコールモノ-n-ブチルエーテルをさらに含んでなる
ことができる。ここで、全ての水溶性有機溶媒が好ましい。本発明に関して、水性担体は
、塗布混合物の全重量に基づいて、少なくとも３０重量％、特に少なくとも５０重量％の
水を含有する。毛髪を染色する目的のために、そのような担体は、例えばクリーム、エマ
ルジョン、ゲル、または界面活性剤含有発泡性溶液、例えばシャンプー、フォームエアゾ
ール、または毛髪での使用に好適な他の調製物である。エマルジョンおよびゲルは好まし
い担体であり、エマルジョンが特に好ましい。
【００１４】
　本発明に関して、「無アンモニア」または「低アンモニア」および「アンモニア不含」
という用語は、剤に添加されるアンモニアの量を表すものであり、添加されるアンモニア
は、水性、アルコール性、水性-アルコール性またはその他の溶液として、ならびに気体
アンモニアの注入によるか液化アンモニアの添加によって、添加することができる。しか
し、アンモニアは、適切なアンモニウム塩を使用することによって添加することもでき、
その場合、アンモニウムカチオンは、調製物のpHに依存して、その対応する塩基、アンモ
ニア自体と平衡である。したがって、本発明に関して、「アンモニア不含」または「低ア
ンモニア」という用語は、アンモニウム塩を含有する剤も表す。
【００１５】
　「無アンモニア」という用語は、使用できる状態の剤が、使用できる状態の調製物の全
重量に基づいて２重量％未満の添加アンモニアを含有することを意味する。アンモニウム
塩が使用できる状態の剤中に存在する場合、これらの塩から生じるアンモニア分は、アン
モニウムカチオンの全脱プロトンを想定して、使用できる状態の調製物の全重量に基づい
て、相応して２重量％未満である。低アンモニア剤が、使用できる状態の調製物の全重量
に基づいて、１重量％未満、特に０.５重量％未満、特に好ましくは０.１重量％未満の添
加アンモニアを含有することが好ましい。本発明に関して、前記の方法の１つによってア
ンモニアが添加されていない剤が、アンモニア不含である。そのような剤が本発明に特に
好ましい。
【００１６】
　第一必須成分として、本発明の調製物は、式（I）、ＮＨ３－ｘ(ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ)ｘ
［式中、ｘは１、２または３の数の１つを表す］で示される少なくとも１種のアルカノー
ルアミンを含有する。本発明に好適な式（I）で示されるアルカノールアミンは、モノエ
タノールアミン（２-アミノエタノール；（ｘ=１））、ジエタノールアミン（ビス-（２-
ヒドロキシエチル）アミン；（ｘ=２））、およびトリエタノールアミン（トリス-（２-



(6) JP 6212259 B2 2017.10.11

10

20

30

40

50

ヒドロキシエチル）アミン；（ｘ=３））である。特に好ましい剤は、モノエタノールア
ミンを、式（I）で示されるアルカノールアミンとして含有する。
【００１７】
　本発明の一態様において、剤は、使用できる状態の剤に基づいて、０.５～１５重量％
、好ましくは１～１０重量％、特に好ましくは２～６重量％の式（I）で示されるアルカ
ノールアミンを含有する。
【００１８】
　さらなる必須成分として、本発明の調製物は、式（II）で示される少なくとも１種のア
ルカノールアミンを含有する：
【化３】

［式中、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ互いに独立に、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル基または
Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル基を表すか、または、Ｒ１およびＲ２は、アルカノールア
ミンの炭素原子と共に、４～８個の環原子を有し、１～２個のヘテロ原子を任意に有しう
る環を形成し、但し、Ｒ１およびＲ２は同時に水素を表さないものとする］。
【００１９】
　Ｃ１～Ｃ６アルキル基の例は、-ＣＨ３、-ＣＨ２ＣＨ３、-ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３、-ＣＨ
(ＣＨ３)２、-ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ３、-ＣＨ２ＣＨ(ＣＨ３)２、-ＣＨ(ＣＨ３)ＣＨ

２ＣＨ３、-Ｃ(ＣＨ３)３である。
【００２０】
　Ｃ１～Ｃ６ヒドロキシアルキル基の例は、-ＣＨ２ＯＨ、-ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、-ＣＨ２

ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ、-ＣＨ２ＣＨ(ＯＨ)ＣＨ３および-ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＯＨであ
り、-ＣＨ２ＣＨ２ＯＨ基が好ましい。
【００２１】
　Ｒ１およびＲ２がアルカノールアミンの炭素原子と共に、４～８個の環原子を有し、１
～２個のヘテロ原子を任意に有しうる環を形成する化合物の例は、下記の化合物である：
１-アミノ-１-ヒドロキシメチルシクロオクタン、１-アミノ-１-ヒドロキシメチルシクロ
ヘプタン、１-アミノ-１-ヒドロキシメチルシクロヘキサン、１-アミノ-１-ヒドロキシメ
チルシクロペンタン、１-アミノ-１-ヒドロキシメチルシクロブタン、４-アミノ-４-ヒド
ロキシメチルピペリジン、３-アミノ-３-ヒドロキシメチルピペリジン、４-アミノ-４-ヒ
ドロキシメチルテトラヒドロピラン、３-アミノ-３-ヒドロキシメチルテトラヒドロピラ
ン、３-アミノ-３-ヒドロキシメチルピロリジン、３-アミノ-３-ヒドロキシメチルテトラ
ヒドロフラン。
【００２２】
　一態様において、剤は、式（II）で示されるアルカノールアミンとして、Ｒ１および／
またはＲ２がＣ１～Ｃ６アルキル基を表すか、またはＲ１およびＲ２がアルカノールアミ
ンの炭素原子と共にシクロペンチル基、シクロヘキシル基またはテトラヒドロピラン基を
表す、式（II）で示される少なくとも１種の化合物を含有する。
【００２３】
　特に好ましくは、Ｒ１およびＲ２はそれぞれメチル基を表す。
【００２４】
　本発明の一態様において、剤は、式（II）で示されるアルカノールアミンを、使用でき
る状態の剤に基づいて、０.５～１５重量％、好ましくは１～１０重量％、特に好ましく
は２～６重量％含有する。
【００２５】
　本発明の好ましい態様において、本発明の剤は、式（I）で示されるアルカノールアミ
ン、および、式（II）で示されるアルカノールアミンとして、式（II）［式中、Ｒ１およ
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びＲ２がそれぞれメチル基を表す］で示される少なくとも１種の化合物を含有する。
【００２６】
　好ましい剤は、式（I）で示されるアルカノールアミンおよび式（II）で示されるアル
カノールアミンを、使用できる状態の剤の全重量に基づいて、０.５～２５重量％、好ま
しくは１～２０重量％、特に好ましくは４～１２重量％の合計量で含有し、ここで、式（
I）で示されるアルカノールアミンと式（II）で示されるアルカノールアミンとの重量比
は１:１０～１０:１、好ましくは１:２～２:１である。
【００２７】
　剤が、等しい重量分率の式（I）で示されるアルカノールアミンおよび式（II）で示さ
れるアルカノールアミンを含有することが好ましい。
【００２８】
　剤は、第三の必須成分として、過酸化水素、および固体無機もしくは有機化合物へのそ
の付加生成物から選択される酸化剤を、酸化剤として含有する。
【００２９】
　過酸化水素そのものを水溶液として使用することが好ましい。しかし、過酸化水素は、
無機または有機化合物への過酸化水素の固体付加化合物、例えば、過ホウ素酸ナトリウム
、過炭酸ナトリウム、過炭酸マグネシウム、ナトリウムペルカルバミド、ポリビニルピロ
リドンｎＨ２Ｏ２（ｎは、０より大きい正の整数である）、過酸化尿素および過酸化メラ
ミンの形態で添加することもできる。無機または有機化合物への過酸化水素の固体付加化
合物の場合、付加化合物は本発明の塗布混合物中に過酸化水素を放出する。これらの剤は
、化粧用担体中に、付加化合物の他に遊離過酸化水素を含有する。
【００３０】
　過酸化水素を、本発明の剤に過酸化水素水溶液として計量して供給することが、本発明
に特に好ましい。過酸化水素溶液の濃度は、第一に法的規制によって決定され、第二に必
要とされる効果に応じて決定され、６～２５重量％の水溶液を使用することが好ましい。
本発明に好ましい剤は、その全重量に基づいて、０.０１～２５重量％、好ましくは０.１
～１５重量％、特に好ましくは１～１２重量％の過酸化水素を含有する（１００％Ｈ２Ｏ

２として計算）。
【００３１】
　好ましい態様において、本発明の明色化および染色剤は、少なくとも１つの色調変化成
分を含有する。色調変化成分は、少なくとも１種の酸化染料前駆物質および／または直接
染料および／または天然同等染料から選択される。
【００３２】
　本発明の態様において、剤は、少なくとも１種の酸化染料前駆物質および／または直接
染料を、色調変化成分として含有する。本発明の使用の好ましい態様において、染色調製
物は、少なくとも１種の酸化染料前駆物質を色調変化成分として含有する。
【００３３】
　染色調製物は、少なくとも１種の顕色剤成分、および任意に、少なくとも１種のカプラ
ー成分を、酸化染料前駆物質として含有する。顕色剤成分は、実際の染料を、それ自体か
ら発色させることができるが、カプラー成分を使用して発色させることが好ましい。した
がって、本発明の染料は、好ましくは、少なくとも１種の顕色剤型の酸化染料前駆物質、
および少なくとも１種のカプラー型の酸化染料前駆物質を含有する。顕色剤成分およびカ
プラー成分は、通常、遊離形態で使用される。しかし、アミノ基を有する物質の場合は、
それらを塩形態、特に塩酸塩および臭酸塩または硫酸塩の形態で使用することが好ましく
ありうる。
【００３４】
　この場合、顕色剤成分およびカプラー成分は、一般に、互いにほぼモル量で使用される
。モル使用は好都合であることがわかっているが、個々の酸化染料前駆物質がある程度の
過剰でも不都合でないため、顕色剤成分およびカプラー成分を１:０.５～１:２のモル比
で含有しうる。
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【００３５】
　適当な顕色剤型の酸化染料前駆物質は、ｐ-フェニレンジアミンおよびその誘導体であ
る。好ましいｐ-フェニレンジアミンは、下記からなる群から選択される１つまたはそれ
以上の化合物である：ｐ-フェニレンジアミン、ｐ-トルイレンジアミン、２-クロロ-ｐ-
フェニレンジアミン、２,３-ジメチル-ｐ-フェニレンジアミン、２,６-ジメチル-ｐ-フェ
ニレンジアミン、２,６-ジエチル-ｐ-フェニレンジアミン、２,５-ジメチル-ｐ-フェニレ
ンジアミン、Ｎ,Ｎ-ジメチル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ-ジエチル-ｐ-フェニレンジ
アミン、Ｎ,Ｎ-ジプロピル-ｐ-フェニレンジアミン、４-アミノ-３-メチル-（Ｎ,Ｎ-ジエ
チル）-アニリン、Ｎ,Ｎ-ビス-（２-ヒドロキシエチル）-ｐ-フェニレンジアミン、４-Ｎ
,Ｎ-ビス-（２-ヒドロキシエチル）-アミノ-２-メチルアニリン、４-Ｎ,Ｎ-ビス-（２-ヒ
ドロキシエチル）-アミノ-２-クロロアニリン、２-（２-ヒドロキシエチル）-ｐ-フェニ
レンジアミン、２-（１,２-ジヒドロキシエチル）-ｐ-フェニレンジアミン、２-フルオロ
-ｐ-フェニレンジアミン、２-イソプロピル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-（２-ヒドロキ
シプロピル）-ｐ-フェニレンジアミン、２-ヒドロキシメチル-ｐ-フェニレンジアミン、
Ｎ,Ｎ-ジメチル-３-メチル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-エチル-Ｎ-２-ヒドロキシエチル
-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-（２,３-ジヒドロキシプロピル）-ｐ-フェニレンジアミン
、Ｎ-（４'-アミノフェニル）-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-フェニル-ｐ-フェニレンジア
ミン、２-（２-ヒドロキシエチルオキシ）-ｐ-フェニレンジアミン、２-メトキシメチル-
ｐ-フェニレンジアミン、２-（２-アセチルアミノエチルオキシ）-ｐ-フェニレンジアミ
ン、Ｎ-（２-メトキシエチル）-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-（４-アミノ-３-メチルフェ
ニル）-Ｎ-［３-（１Ｈ-イミダゾル-１-イル）プロピル］アミン、５,８-ジアミノベンゾ
-１,４-ジオキサン、ならびにそれらの生理学的に許容性の塩。本発明に特に好ましいｐ-
フェニレンジアミン誘導体は、下記の群から選択される少なくとも１つの化合物である：
ｐ-フェニレンジアミン、ｐ-トルイレンジアミン、２-（２-ヒドロキシエチル）-ｐ-フェ
ニレンジアミン、２-（１,２-ジヒドロキシエチル）-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ,Ｎ-ビ
ス-（２-ヒドロキシエチル）-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-（４-アミノ-３-メチルフェニ
ル）-Ｎ-［３-（１H-イミダゾル-１-イル）プロピル］アミン、２-メトキシメチル-ｐ-フ
ェニレンジアミン、ならびにこれらの化合物の生理学的に許容性の塩。
【００３６】
　本発明によれば、アミノ基および／またはヒドロキシル基によって置換された少なくと
も２個の芳香核を有する化合物を、顕色剤成分として使用することも好ましくありうる。
好ましい二核顕色剤成分は、特に、下記からなる群から選択される少なくとも１つの化合
物である：Ｎ,Ｎ'-ビス-（２-ヒドロキシエチル）-Ｎ,Ｎ'-ビス-（４'-アミノフェニル）
-１,３-ジアミノ-２-プロパノール、Ｎ,Ｎ’-ビス-（２-ヒドロキシエチル）-Ｎ,Ｎ'-ビ
ス-（４'-アミノフェニル）エチレンジアミン、Ｎ,Ｎ'-ビス-（４'-アミノフェニル）テ
トラメチレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ビス-（２-ヒドロキシ-エチル）-Ｎ,Ｎ’-ビス-（４'-
アミノフェニル）-テトラメチレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ビス-（４-（メチルアミノ）フェ
ニル）テトラメチレンジアミン、Ｎ,Ｎ’-ジエチル-Ｎ,Ｎ’-ビス-（４'-アミノ-３'-メ
チルフェニル）エチレンジアミン、ビス-（２-ヒドロキシ-５-アミノフェニル）メタン、
Ｎ,Ｎ’-ビス-（４'-アミノフェニル）-１,４-ジアザシクロヘプタン、Ｎ,Ｎ’-ビス-（
２-ヒドロキシ-５-アミノベンジル）ピペラジン、Ｎ-（４'-アミノフェニル）-ｐ-フェニ
レンジアミン、および１,１０-ビス-（２',５'-ジアミノフェニル）-１,４,７,１０-テト
ラオキサデカン、ならびにそれらの生理学的に許容性の塩。特に好ましい二核顕色剤成分
は、下記から選択される：Ｎ,Ｎ’-ビス-（２-ヒドロキシエチル）-Ｎ,Ｎ’-ビス-（４-
アミノフェニル）-１,３-ジアミノ-２-プロパノール、ビス-（２-ヒドロキシ-５-アミノ
フェニル）メタン、１,３-ビス-（２,５-ジアミノフェノキシ）-２-プロパノール、Ｎ,Ｎ
’-ビス（４-アミノフェニル）-１,４-ジアザシクロヘプタン、１,１０-ビス-（２,５-ジ
アミノフェニル）-１,４,７,１０-テトラオキサデカン、またはそれらの生理学的に許容
性の塩の１つ。
【００３７】
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　さらに、ｐ-アミノフェノール誘導体、またはその生理学的に許容性の塩の１つを、顕
色剤成分として使用することが、本発明に好ましくありうる。好ましいｐ-アミノフェノ
ールは、下記の化合物である：ｐ-アミノフェノール、Ｎ-メチル-ｐ-アミノフェノール、
４-アミノ-３-メチル-フェノール、４-アミノ-３-フルオロフェノール、２-ヒドロキシメ
チルアミノ-４-アミノフェノール、４-アミノ-３-ヒドロキシメチルフェノール、４-アミ
ノ-２-（２-ヒドロキシエトキシ）フェノール、４-アミノ-２-メチルフェノール、４-ア
ミノ-２-ヒドロキシメチルフェノール、４-アミノ-２-メトキシメチルフェノール、４-ア
ミノ-２-アミノメチルフェノール、４-アミノ-２-（２-ヒドロキシエチルアミノメチル）
フェノール、４-アミノ-２-（１,２-ジヒドロキシエチル）フェノール、４-アミノ-２-フ
ルオロフェノール、４-アミノ-２-クロロフェノール、４-アミノ-２,６-ジクロロフェノ
ール、４-アミノ-２-（ジエチルアミノメチル）フェノール、ならびにそれらの生理学的
に許容性の塩。ｐ-アミノフェノール、４-アミノ-３-メチルフェノール、４-アミノ-２-
アミノメチルフェノール、４-アミノ-２-（１,２-ジヒドロキシエチル）フェノール、お
よび４-アミノ-２-（ジエチルアミノメチル）フェノールが特に好ましい化合物である。
【００３８】
　さらに、顕色剤成分は、ｏ-アミノフェノールおよびその誘導体、例えば、２-アミノ-
４-メチルフェノール、２-アミノ-５-メチルフェノール、または２-アミノ-４-クロロフ
ェノールから選択することもできる。
【００３９】
　さらに、顕色剤成分は、複素環式顕色剤成分、例えば、ピリミジン誘導体、ピラゾール
誘導体、ピラゾロピリミジン誘導体、およびそれらの生理学的に適合性の塩から選択する
こともできる。好ましいピリミジン誘導体は、特に、下記の化合物である：２,４,５,６-
テトラアミノピリミジン、４-ヒドロキシ-２,５,６-トリアミノピリミジン、２-ヒドロキ
シ-４,５,６-トリアミノピリミジン、２-ジメチルアミノ-４,５,６-トリアミノピリミジ
ン、２,４-ジヒドロキシ-５,６-ジアミノピリミジン、および２,５,６-トリアミノピリミ
ジン。好ましいピラゾール誘導体は、下記から選択される化合物である：４,５-ジアミノ
-１-メチルピラゾール、４,５-ジアミノ-１-（２-ヒドロキシエチル）ピラゾール、３,４
-ジアミノピラゾール、４,５-ジアミノ-１-（４'-クロロベンジル）ピラゾール、４,５-
ジアミノ-１,３-ジメチルピラゾール、４,５-ジアミノ-３-メチル-１-フェニルピラゾー
ル、４,５-ジアミノ-１-メチル-３-フェニルピラゾール、４-アミノ-１,３-ジメチル-５-
ヒドラジノピラゾール、１-ベンジル-４,５-ジアミノ-３-メチルピラゾール、４,５-ジア
ミノ-３-t-ブチル-１-メチルピラゾール、４,５-ジアミノ-１-t-ブチル-３-メチルピラゾ
ール、４,５-ジアミノ-１-（２-ヒドロキシエチル）-３-メチルピラゾール、４,５-ジア
ミノ-１-エチル-３-メチルピラゾール、４,５-ジアミノ-１-エチル-３-（４-メトキシフ
ェニル）ピラゾール、４,５-ジアミノ-１-エチル-３-ヒドロキシメチルピラゾール、４,
５-ジアミノ-３-ヒドロキシメチル-１-メチルピラゾール、４,５-ジアミノ-３-ヒドロキ
シメチル-１-イソプロピルピラゾール、４,５-ジアミノ-３-メチル-１-イソプロピルピラ
ゾール、４-アミノ-５-（２-アミノエチル）アミノ-１,３-ジメチルピラゾール、ならび
にそれらの生理学的に許容性の塩、特に、４,５-ジアミノ-１-（２-ヒドロキシエチル）
ピラゾール。ピラゾロ［１,５-a］ピリミジンがピラゾロピリミジンとして特に好ましく
、好ましいピラゾロ［１,５-a］ピリミジンは、下記から選択される：ピラゾロ［１,５-a
］ピリミジン-３,７-ジアミン、２,５-ジメチル-ピラゾロ［１,５-a］ピリミジン-３,７-
ジアミン、ピラゾロ［１,５-a］ピリミジン-３,５-ジアミン、２,７-ジメチルピラゾロ［
１,５-a］ピリミジン-３,５-ジアミン、３-アミノ-ピラゾロ［１,５-a］ピリミジン-７-
オール、３-アミノピラゾロ［１,５-a］ピリミジン-５-オール、２-（３-アミノピラゾロ
［１,５-a］-ピリミジン-７-イルアミノ）エタノール、２-（７-アミノピラゾロ［１,５-
a］ピリミジン-３-イルアミノ）エタノール、２-［（３-アミノ-ピラゾロ［１,５-a］ピ
リミジン-７-イル）-（２-ヒドロキシエチル）アミノ］エタノール、２-［（７-アミノピ
ラゾロ［１,５-a］ピリミジン-３-イル）-（２-ヒドロキシエチル）アミノ］エタノール
、５,６-ジメチルピラゾロ［１,５-a］ピリミジン-３,７-ジアミン、２,６-ジメチルピラ
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ゾロ［１,５-a］ピリミジン-３,７-ジアミン、３-アミノ-７-ジメチルアミノ-２,５-ジメ
チルピラゾロ［１,５-a］ピリミジン、ならびにそれらの生理学的に許容性の塩およびそ
れらの互変異性型。
【００４０】
　特に好ましい顕色剤成分は、下記からなる群から選択される少なくとも１つの化合物で
ある：ｐ-フェニレンジアミン、ｐ-トルイレンジアミン、２-（２-ヒドロキシ-エチル）-
ｐ-フェニレンジアミン、２-（１,２-ジヒドロキシエチル）-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ
,Ｎ-ビス-（２-ヒドロキシエチル）-ｐ-フェニレンジアミン、２-メトキシメチル-ｐ-フ
ェニレンジアミン、Ｎ-（４-アミノ-３-メチルフェニル）-Ｎ-［３-（１H-イミダゾル-１
-イル）プロピル］アミン、Ｎ,Ｎ’-ビス-（２-ヒドロキシエチル）-Ｎ,Ｎ’-ビス-（４-
アミノフェニル）-１,３-ジアミノ-２-プロパノール、ビス-（２-ヒドロキシ-５-アミノ
フェニル）メタン、１,３-ビス-（２,５-ジアミノフェノキシ）-２-プロパノール、Ｎ,Ｎ
’-ビス-（４-アミノフェニル）-１,４-ジアザシクロヘプタン、１,１０-ビス-（２,５-
ジアミノフェニル）-１,４,７,１０-テトラオキサデカン、ｐ-アミノフェノール、４-ア
ミノ-３-メチルフェノール、４-アミノ-２-アミノメチルフェノール、４-アミノ-２-（１
,２-ジヒドロキシ-エチル）フェノール、および４-アミノ-２-（ジエチルアミノメチル）
フェノール、４,５-ジアミノ-１-（２-ヒドロキシエチル）ピラゾール、２,４,５,６-テ
トラアミノピリミジン、４-ヒドロキシ-２,５,６-トリアミノピリミジン、２-ヒドロキシ
-４,５,６-トリアミノピリミジン、ならびにこれらの化合物の生理学的に許容性の塩。特
に好ましい顕色剤成分は、ｐ-トルイレンジアミン、２-（２-ヒドロキシエチル）-ｐ-フ
ェニレンジアミン、２-メトキシ-メチル-ｐ-フェニレンジアミン、Ｎ-（４-アミノ-３-メ
チルフェニル）-Ｎ-［３-（１H-イミダゾル-１-イル）プロピル］アミン、および／また
は４,５-ジアミノ-１-（２-ヒドロキシエチル）ピラゾール、ならびにそれらの生理学的
に許容性の塩である。顕色剤成分は、使用できる状態の剤に基づいて０.０００１～１０
重量％、好ましくは０.００１～５重量％の量で使用するのが好ましい。
【００４１】
　酸化染色に関して、カプラー成分だけでは有意な着色を生じず、それらは常に顕色剤成
分の存在を必要とする。したがって、少なくとも１種のカプラー成分を使用する場合、少
なくとも１種の顕色剤成分も使用することが本発明に好ましい。本発明のカプラー成分は
、好ましくは、下記から選択される：ｍ-アミノフェノールおよび／またはその誘導体、
ｍ-ジアミノベンゼンおよび／またはその誘導体、ｏ-ジアミノベンゼンおよび／またはそ
の誘導体、ｏ-アミノフェノールおよび／またはその誘導体、少なくとも１個のヒドロキ
シル基を有するナフタリン誘導体、ジヒドロキシベンゼンまたはトリヒドロキシベンゼン
および／またはその誘導体、ピリジン誘導体、ピリミジン誘導体、モノヒドロキシインド
ール誘導体および／またはモノアミノインドール誘導体、モノヒドロキシインドリン誘導
体および／またはモノアミノインドリン誘導体、ピラゾロン誘導体、例えば１-フェニル-
３-メチルピラゾール-５-オン、モルホリン誘導体、例えば６-ヒドロキシベンゾモルホリ
ンまたは６-アミノベンゾモルホリン、キノキサリン誘導体、例えば６-メチル-１,２,３,
４-テトラヒドロキノキサリン、および／またはこれらの種類の１種以上から選択される
２以上の化合物の混合物。
【００４２】
　本発明に使用できるｍ-アミノフェノールまたはそれらの誘導体は、好ましくは、下記
からなる群から選択される少なくとも１つの化合物である：３-アミノフェノール、５-ア
ミノ-２-メチルフェノール、Ｎ-シクロペンチル-３-アミノフェノール、３-アミノ-２-ク
ロロ-６-メチルフェノール、２-ヒドロキシ-４-アミノフェノキシエタノール、２,６-ジ
メチル-３-アミノフェノール、３-トリフルオロアセチルアミノ-２-クロロ-６-メチルフ
ェノール、５-アミノ-４-クロロ-２-メチルフェノール、５-アミノ-４-メトキシ-２-メチ
ルフェノール、５-（２'-ヒドロキシエチル）アミノ-２-メチルフェノール、３-ジエチル
アミノフェノール、Ｎ-シクロペンチル-３-アミノフェノール、１,３-ジヒドロキシ-５-
（メチルアミノ）ベンゼン、３-エチルアミノ-４-メチルフェノール、２,４-ジクロロ-３
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-アミノフェノール、およびそれらの生理学的に許容性の塩。
【００４３】
　本発明に使用できる３-ジアミノベンゼンまたはそれらの誘導体は、好ましくは、下記
からなる群から選択される少なくとも１つの化合物である：ｍ-フェニレンジアミン、２-
（２,４-ジアミノフェノキシ）エタノール、１,３-ビス（２,４-ジアミノフェノキシ）プ
ロパン、１-メトキシ-２-アミノ-４-（２'-ヒドロキシエチルアミノ）ベンゼン、１,３-
ビス（２,４-ジアミノフェニル）プロパン、２,６-ビス（２'-ヒドロキシエチルアミノ）
-１-メチルベンゼン、２-（｛３-［（２-ヒドロキシエチル）アミノ］-４-メトキシ-５-
メチルフェニル｝アミノ）エタノール、２-（｛３-［（２-ヒドロキシエチル）アミノ］-
２-メトキシ-５-メチルフェニル｝アミノ）エタノール、２-（｛３-［（２-ヒドロキシエ
チル）アミノ］-４,５-ジメチルフェニル｝アミノ）エタノール、２-［３-モルホリン-４
-イルフェニル）アミノ］エタノール、３-アミノ-４-（２-メトキシ-エトキシ）-５-メチ
ルフェニルアミン、１-アミノ-３-ビス-（２'-ヒドロキシエチル）アミノベンゼン、およ
びそれらの生理学的に許容性の塩。
【００４４】
　本発明に使用できるｏ-ジアミノベンゼンまたはそれらの誘導体は、好ましくは、下記
からなる群から選択される少なくとも１つの化合物である：３,４-ジアミノ安息香酸、２
,３-ジアミノ-１-メチルベンゼン、およびそれらの生理学的に許容性の塩。
【００４５】
　好ましいジ-またはトリヒドロキシベンゼンおよびそれらの誘導体は、下記からなる群
から選択される少なくとも１つの化合物である：レゾルシノール、レゾルシノールモノメ
チルエーテル、２-メチルレゾルシノール、５-メチルレゾルシノール、２,５-ジメチルレ
ゾルシノール、２-クロロレゾルシノール、４-クロロレゾルシノール、ピロガロール、お
よび１,２,４-トリヒドロキシベンゼン。
【００４６】
　本発明に使用できるピリジン誘導体は、好ましくは、下記からなる群から選択される少
なくとも１つの化合物である：２,６-ジヒドロキシピリジン、２-アミノ-３-ヒドロキシ
ピリジン、２-アミノ-５-クロロ-３-ヒドロキシピリジン、３-アミノ-２-メチルアミノ-
６-メトキシピリジン、２,６-ジヒドロキシ-３,４-ジメチルピリジン、２,６-ジヒドロキ
シ-４-メチルピリジン、２,６-ジアミノピリジン、２,３-ジアミノ-６-メトキシピリジン
、３,５-ジアミノ-２,６-ジメトキシピリジン、３,４-ジアミノピリジン、２-（２-メト
キシエチル）アミノ-３-アミノ-６-メトキシピリジン、２-（４'-メトキシフェニル）ア
ミノ-３-アミノピリジン、およびそれらの生理学的に許容性の塩。
【００４７】
　少なくとも１個のヒドロキシル基を有する好ましいナフタレン誘導体は、下記からなる
群から選択される少なくとも１つの化合物である：１-ナフトール、２-メチル-１-ナフト
ール、２-ヒドロキシメチル-１-ナフトール、２-ヒドロキシエチル-１-ナフトール、１,
３-ジヒドロキシナフタレン、１,５-ジヒドロキシナフタレン、１,６-ジヒドロキシナフ
タレン、１,７-ジヒドロキシナフタレン、１,８-ジヒドロキシナフタレン、２,７-ジヒド
ロキシナフタレン、および２,３-ジヒドロキシナフタレン。
【００４８】
　本発明に使用できるインドール誘導体は、好ましくは、４-ヒドロキシインドール、６-
ヒドロキシインドールおよび７-ヒドロキシインドールならびにそれらの生理学的に許容
性の塩から選択される。
【００４９】
　本発明に使用できるインドリン誘導体は、好ましくは、４-ヒドロキシインドリン、６-
ヒドロキシインドリンおよび７-ヒドロキシインドリンならびにそれらの生理学的に許容
性の塩から選択される。
【００５０】
　好ましいピリミジン誘導体は、下記からなる群から選択される少なくとも１つの化合物
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である：４,６-ジアミノピリミジン、４-アミノ-２,６-ジヒドロキシピリミジン、２,４-
ジアミノ-６-ヒドロキシピリミジン、２,４,６-トリヒドロキシピリミジン、２-アミノ-
４-メチルピリミジン、２-アミノ-４-ヒドロキシ-６-メチルピリミジン、および４,６-ジ
ヒドロキシ-２-メチルピリミジン、ならびにそれらの生理学的に許容性の塩。
【００５１】
　本発明によれば、特に好ましいカプラー成分は、下記から選択される：３-アミノフェ
ノール、５-アミノ-２-メチルフェノール、３-アミノ-２-クロロ-６-メチルフェノール、
２-ヒドロキシ-４-アミノフェノキシエタノール、５-アミノ-４-クロロ-２-メチルフェノ
ール、５-（２-ヒドロキシエチル）-アミノ-２-メチルフェノール、２,４-ジクロロ-３-
アミノフェノール、２-アミノフェノール、３-フェニレンジアミン、２-（２,４-ジアミ
ノフェノキシ）-エタノール、１,３-ビス（２,４-ジアミノフェノキシ）プロパン、１-メ
トキシ-２-アミノ-４-（２-ヒドロキシエチルアミノ）-ベンゼン、１,３-ビス（２,４-ジ
アミノフェニル）プロパン、２,６-ビス（２'-ヒドロキシエチルアミノ）-１-メチルベン
ゼン、２-（｛３-［（２-ヒドロキシエチル）アミノ］-４-メトキシ-５-メチルフェニル
｝アミノ）エタノール、２-（｛３-［（２-ヒドロキシエチル）アミノ］-２-メトキシ-５
-メチルフェニル｝アミノ）エタノール、２-（｛３-［（２-ヒドロキシエチル）アミノ］
-４,５-ジメチルフェニル｝アミノ）エタノール、２-［３-モルホリン-４-イルフェニル
）アミノ］エタノール、３-アミノ-４-（２-メトキシエトキシ）-５-メチルフェニルアミ
ン、１-アミノ-３-ビス-（２-ヒドロキシエチル）アミノベンゼン、レゾルシノール、２-
メチルレゾルシノール、４-クロロレゾルシノール、１,２,４-トリヒドロキシベンゼン、
２-アミノ-３-ヒドロキシピリジン、３-アミノ-２-メチルアミノ-６-メトキシピリジン、
２,６-ジヒドロキシ-３,４-ジメチルピリジン、３,５-ジアミノ-２,６-ジメトキシピリジ
ン、１-フェニル-３-メチルピラゾール-５-オン、１-ナフトール、１,５-ジヒドロキシナ
フタレン、２,７-ジヒドロキシナフタレン、１,７-ジヒドロキシナフタレン、１,８-ジヒ
ドロキシナフタレン、４-ヒドロキシインドール、６-ヒドロキシインドール、７-ヒドロ
キシインドール、４-ヒドロキシインドリン、６-ヒドロキシインドリン、７-ヒドロキシ
インドリン、またはこれらの化合物の混合物、またはそれらの生理学的に許容性の塩。こ
れに関して、レゾルシノール、２-メチルレゾルシノール、５-アミノ-２-メチルフェノー
ル、３-アミノフェノール、２-（２,４-ジアミノフェノキシ）エタノール、１,３-ビス（
２,４-ジアミノフェノキシ）プロパン、１-メトキシ-２-アミノ-４-（２'-ヒドロキシエ
チルアミノ）ベンゼン、２-アミノ-３-ヒドロキシピリジンおよび１-ナフトールならびに
それらの生理学的に許容性の塩が特に好ましい。カプラー成分を、使用できる状態の剤に
基づいて０.０００１～１０重量％、好ましくは０.００１～５重量％の量で使用すること
が好ましい。
【００５２】
　本発明の使用のための剤は、少なくとも１種の直接染料をさらに含有することができる
。これらは、毛髪に直接的に吸収され、発色するためにどのような酸化工程も必要としな
い染料である。直接染料は、通例、ニトロフェニレンジアミン、ニトロアミノフェノール
、アゾ染料、アントラキノンまたはインドフェノールである。直接染料は、アニオン性、
カチオン性および非イオン性直接染料に分類することができる。直接染料は、好ましくは
、全最終使用調製物に基づいて０.００１～２０重量％、特に０.０５～５重量％の量で使
用される。直接染料の合計量は、好ましくは、最大２０重量％である。
【００５３】
　好ましいアニオン性直接染料は、下記の呼称を有する既知の化合物である：アシッドイ
エロー１、アシッドイエロー１０、アシッドイエロー２３、アシッドイエロー３６、アシ
ッドオレンジ７、アシッドレッド３３、アシッドレッド５２、ピグメントレッド５７:１
、アシッドブルー７、アシッドグリーン５０、アシッドバイオレット４３、アシッドブラ
ック１、アシッドブラック５２、およびテトラブロモフェノールブルー。
【００５４】
　好ましいカチオン性直接染料は、本発明において、下記の染料である：カチオン性トリ
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フェニルメタン染料、例えばベーシックブルー７、ベーシックブルー２６、ベーシックバ
イオレット２およびベーシックバイオレット１４、第四級窒素原子で置換された芳香族系
、例えば、イエロー５７、ベーシックレッド７６、ベーシックブルー９９、ベーシックブ
ラウン１６およびベーシックブラウン１７およびＨＣブルー１６、ならびにベーシックイ
エロー８７、ベーシックオレンジ３１およびベーシックレッド５１。
【００５５】
　非イオン性ニトロおよびキノン染料および中性アゾ染料は、非イオン性直接染料として
特に好適である。好ましい非イオン性直接染料は、下記の染料である：ＨＣイエロー２、
ＨＣイエロー４、ＨＣイエロー５、ＨＣイエロー６、ＨＣイエロー１２、ＨＣオレンジ１
、ディスパースオレンジ３、ＨＣレッド１、ＨＣレッド３、ＨＣレッド１０、ＨＣレッド
１１、ＨＣレッド１３、ＨＣレッドＢＮ、ＨＣブルー２、ＨＣブルー１１、ＨＣブルー１
２、ディスパースブルー３、ＨＣバイオレット１、ディスパースバイオレット１、ディス
パースバイオレット４、ディスパースブラック９、ならびに１,４-ジアミノ-２-ニトロベ
ンゼン、２-アミノ-４-ニトロフェノール、１,４-ビス-（２-ヒドロキシエチル）アミノ-
２-ニトロベンゼン、３-ニトロ-４-（２-ヒドロキシエチル）アミノフェノール、２-（２
-ヒドロキシエチル）アミノ-４,６-ジニトロフェノール、４-［（２-ヒドロキシエチル)
アミノ）-３-ニトロ-１-メチルベンゼン、１-アミノ-４-（２-ヒドロキシエチル）アミノ
-５-クロロ-２-ニトロベンゼン、４-アミノ-３-ニトロフェノール、１-（２'-ウレイドエ
チル）アミノ-４-ニトロベンゼン、２-［（４-アミノ-２-ニトロフェニル）アミノ］安息
香酸、６-ニトロ-１,２,３,４-テトラヒドロキノキサリン、２-ヒドロキシ-１,４-ナフト
キノン、ピクラミン酸およびその塩、２-アミノ-６-クロロ-４-ニトロフェノール、４-エ
チルアミノ-３-ニトロ安息香酸、および２-クロロ-６-エチルアミノ-４-ニトロフェノー
ル。
【００５６】
　任意に含有される各直接染料は、純粋化合物である必要はない。実際に、着色効果に有
害な影響を有さず、または排除されるべき他の理由（例えば毒性）を有さないのであれば
、それぞれの染料の製造工程の結果として、少量の他の成分が含まれてよい。
【００５７】
　さらに、天然染料も添加してよく、その例は下記の染料である：ヘナレッド、ヘナニュ
ートラル、ヘナブラック、カモミールの葉、サンダルウッド、紅茶、セイヨウイソノキの
樹皮、セージ、ロッグウッド、アカネの根、カテキュー、セダー、およびアルカンナの根
。
【００５８】
　使用される天然同等染料の染料前駆物質が、少なくとも１個のヒドロキシルおよび／ま
たはアミノ基を好ましくは６員環上の置換基として有する、インドールおよびインドリン
であることが好ましい。これらの基は、さらなる置換基を、例えばエーテル化もしくはエ
ステル化ヒドロキシル基またはアルキル化アミノ基の形態で、有することができる。別の
態様において、着色剤は、少なくとも１種のインドールおよび／またはインドリン誘導体
を含有する。天然同等染料の前駆物質を含有する本発明の調製物は、好ましくは、大気酸
化着色剤として使用される。したがって、この態様において、さらなる酸化剤は前記組成
物に添加されない。天然同等染料の染料前駆物質を、それぞれ、全最終使用調製物に基づ
いて０.００１～５重量％の量で使用することが好ましい。
【００５９】
　５,６-ジヒドロキシインドリンの誘導体、特に、５,６-ジヒドロキシインドリン、Ｎ-
メチル-５,６-ジヒドロキシインドリン、Ｎ-エチル-５,６-ジヒドロキシインドリン、Ｎ-
プロピル-５,６-ジヒドロキシインドリン、Ｎ-ブチル-５,６-ジヒドロキシインドリンお
よび／または５,６-ジヒドロキシインドリン-２-カルボン酸、特に好ましくは５,６-ジヒ
ドロキシインドリンは、天然同等毛髪染料の前駆物質として特に適当である。５,６-ジヒ
ドロキシインドールの誘導体、特に、５,６-ジヒドロキシインドール、Ｎ-メチル-５,６-
ジヒドロキシインドール、Ｎ-エチル-５,６-ジヒドロキシインドール、Ｎ-プロピル-５,



(14) JP 6212259 B2 2017.10.11

10

20

30

40

50

６-ジヒドロキシインドール、Ｎ-ブチル-５,６-ジヒドロキシインドールおよび／または
５,６-ジヒドロキシインドール-２-カルボン酸、特に好ましくは５,６-ジヒドロキシイン
ドールも、天然同等毛髪染料の前駆物質として極めて適当である。
【００６０】
　前記の好ましい態様を考慮に入れて、下記の場合の特定の明らかに好ましい態様を例示
する：ケラチン性繊維を染色するための剤が無アンモニアであり、化粧用担体中に、モノ
エタノールアミンと２-アミノ-２-メチルプロパノールとの組合せ、ならびに追加的に少
なくとも１種の酸化染料生成物（これは下記から選択される：ｐ-トルイレンジアミン、
２-（２-ヒドロキシエチル）-ｐ-フェニレンジアミン、２-メトキシメチル-ｐ-フェニレ
ンジアミン、Ｎ-（４-アミノ-３-メチルフェニル）-Ｎ-［３-（１Ｈ-イミダゾル-１-イル
）プロピル］アミンおよび／または４,５-ジアミノ-１-（２-ヒドロキシエチル）ピラゾ
ールならびにそれらの生理学的に許容性の塩）、および第三成分としての過酸化水素を、
先に記載した好ましい重量分率で含有する。
【００６１】
　最後に、無アンモニアであり、かつ下記の組合せを含有する剤が特に好ましい（下記の
組合せにおいても、重量含有率は、使用できる状態の剤の全重量に基づく）：
モノエタノールアミン２.０～６.０重量％、
２-アミノ-２-メチルプロパノール２.０～６.０重量％、および
過酸化水素３.０～１２.０重量％。
【００６２】
　最後に、無アンモニアであり、かつ下記の組合せを含有する剤も特に好ましい（下記の
組合せにおいても、重量含有率は、使用できる状態の剤の全重量に基づく）：
モノエタノールアミン２.０～６.０重量％、
２-アミノ-２-メチルプロパノール２.０～６.０重量％、
酸化染料前駆物質０.１～５.０重量％、および
過酸化水素３.０～１２.０重量％。
【００６３】
　本発明の研究過程において、特定の脂肪化合物を添加することで、明色化力および白髪
被覆力をさらに向上できることが示された。
【００６４】
　これに関して、好ましい脂肪化合物は、下記から選択される：脂肪アルコール；脂肪酸
とモノおよびポリヒドロキシル化アルコールとのエステル；ならびに脂肪アルコールと、
Ｃ２～Ｃ６親物質を有する短鎖モノおよびジカルボン酸とのエステル。
【００６５】
　ここで、特に好ましい脂肪化合物は、脂肪アルコールの脂肪酸エステルであり、ここで
、脂肪酸および脂肪アルコールは、飽和または不飽和であってよく、鎖中に好ましくは８
～３０個、より好ましくは８～２２個の炭素原子を有する。
【００６６】
　本発明の一態様において、剤は、式ＲＣＯ２Ｒ’［式中、Ｒは、Ｃ７～Ｃ２１アルキル
基またはＣ７～Ｃ２１アルケニル基を表し、Ｒ’は、Ｃ８～Ｃ２２アルキル基またはＣ８

～Ｃ２２アルケニル基を表す］で示される脂肪酸アルキルエステルから選択される少なく
とも１種の脂肪成分をさらに含有する。
【００６７】
　本発明に好ましい脂肪酸アルキルエステルは、下記から選択される：ラウリン酸デシル
、ミリスチン酸デシル、パルミチン酸デシル、ステアリン酸デシル、オレイン酸デシル、
ラウリン酸ラウリル、ミリスチン酸ラウリル、パルミチン酸ラウリル、ステアリン酸ラウ
リル、オレイン酸ラウリル、ラウリン酸ミリスチル、ミリスチン酸ミリスチル、パルミチ
ン酸ミリスチル、ステアリン酸ミリスチル、オレイン酸ミリスチル、ラウリン酸セチル、
ミリスチン酸セチル、パルミチン酸セチル、ステアリン酸セチル、オレイン酸セチル、ラ
ウリン酸ステアリル、ミリスチン酸ステアリル、パルミチン酸ステアリル、ステアリン酸
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ステアリル、オレイン酸ステアリル、ラウリン酸オレイル、ミリスチン酸オレイル、パル
ミチン酸オレイル、ステアリン酸オレイル、オレイン酸オレイル、ならびにそれらの混合
物。本発明の剤は、特に好ましくは、オレイン酸デシル（商品名、例えば、Cetiol V, Sa
boderm）および／またはオレイン酸オレイル（商品名、例えば、Cetiol, Edenor ODO）を
さらに含有する。
【００６８】
　本発明の一態様において、本発明の剤は、式ＲＣＯ２Ｒ’で示される脂肪酸アルキルエ
ステルを、本発明の剤の全重量に基づいて０.５～１０重量％、好ましくは１～５重量％
の合計量で含有する。
【００６９】
　本発明によれば、酸化染色組成物または酸化明色化剤を、染料前駆物質の酸化（例えば
大気中酸素による）を活性化する触媒と共に、毛髪に塗布することもできる。そのような
触媒は、例えば、特定の酵素、ヨウ化物、キノンまたは金属イオンである。
【００７０】
　さらに、染料および／または明色化剤が少なくとも１つの安定剤または錯化剤を含有す
る場合に、有利であることがわかっている。一般的な、かつ本発明に関して好ましいキレ
ート錯化剤は、例えば、下記の化合物である：ポリカルボン酸、窒素含有モノまたはポリ
カルボン酸、特に、エチレンジアミンテトラ酢酸（EDTA）、エチレンジアミンジコハク酸
（EDDS）およびニトリロトリ酢酸（NTA）、ジェミナルジホスホン酸、特に、１-ヒドロキ
シエタン-１,１-ジホスホン酸（HEDP）、アミノホスホン酸、例えば、エチレンジアミン
テトラ（メチレンホスホン酸）（EDTMP）、ジエチレントリアミンペンタ（メチレンホス
ホン酸）（DTPMP）、ホスホノポリカルボン酸、例えば、２-ホスホノブタン-１,２,４-ト
リカルボン酸、ならびにシクロデキストリン、アルカリ金属スズ酸塩（スズ酸ナトリウム
）、アルカリ金属ピロリン酸塩（ピロリン酸四ナトリウム、ピロリン酸二ナトリウム）、
アルカリ金属リン酸塩（リン酸ナトリウム）、およびリン酸。本発明によれば、剤は、本
発明の剤の全重量に基づいて０.０１～３重量％、好ましくは０.０５～１重量％の錯化剤
を含有するのが好ましい。
【００７１】
　追加の酸化剤の塗布において、本発明の調製物（式（I）で示される少なくとも１種の
アルカノールアミンと式（II）で示される少なくとも１種のアルカノールアミンとの少な
くとも１つの組合せを含有する）と、過酸化水素および／または無機または有機化合物へ
のその固体付加生成物から選択される酸化剤を含有する調製物とを混合することにより、
実際の明色化または染色調製物を塗布直前に有利に生じさせる。
【００７２】
　本発明に使用できる剤は、さらに、金髪化剤および／または漂白剤を含有することがで
きるため、染色と明色化を同時に行う剤として使用することができる。以下において、こ
の種の剤を、「染料」、「明色化染料」または「染料および明色化剤」と称する。しかし
ながら、過酸化水素または有機もしくは無機化合物へのその付加生成物のみを使用するこ
とは、極めて濃い色の毛髪をしっかり明色化するのに不充分であることが多い。
【００７３】
　したがって、消費者が極めて強い金髪化を必要とする場合、他の態様において、染料は
、少なくとも１種の無機過硫酸塩またはペルオキシジ硫酸塩を、ケラチン性繊維の明色化
用剤中にさらに含有することが好ましくありうる。好ましいペルオキシジ硫酸塩は、ペル
オキシジ硫酸アンモニウム、ペルオキシジ硫酸カリウムおよびペルオキシジ硫酸ナトリウ
ムである。使用できる状態の剤は、ペルオキシジ硫酸塩を、使用できる状態の剤の全重量
に基づいて、好ましくは０.１～２５重量％の量、特に０.５～１５重量％の量で含有する
ことができる。
【００７４】
　本発明に使用できる剤は、好ましくは、易流動性調製物として配合される。これらは、
特に、エマルジョン、懸濁液およびゲルを包含し、特に好ましくはエマルジョンである。
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易流動性調製物は、表面活性物質として乳化剤または界面活性剤をさらに含有することが
好ましく、ここで、表面活性物質は、その適用分野に応じて界面活性剤または乳化剤と称
され、アニオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、双性イオン性界面活性剤、両性界
面活性剤および非イオン性界面活性剤から選択される。
【００７５】
　本発明の調製物に適当なアニオン性界面活性剤は、人体への使用に適当な全てのアニオ
ン性表面活性物質である。好ましいアニオン性界面活性剤は、８～３０個の炭素原子を有
する直鎖状および分岐状脂肪酸（石鹸）、アルキルサルフェート、アルキルエーテル硫酸
塩、および、アルキル基中に１０～１８個の炭素原子を有し、分子中に１２個までのグリ
コールエーテル基を有するポリエトキシ化エーテルカルボン酸である。
【００７６】
　双性イオン性界面活性剤は、分子中に少なくとも１個の第四級アンモニウム基および少
なくとも１個のカルボキシレート、スルホネートまたはサルフェート基を有する表面活性
化合物を意味する。ベタインが特に適当な双性イオン性界面活性剤である。好ましい双性
イオン性界面活性剤は、INCI名Cocamidopropyl Betaineで既知の脂肪酸アミド誘導体であ
る。
【００７７】
　本発明の別の態様において、剤は、少なくとも１種の両性界面活性剤をさらに含有する
。適当な両性界面活性剤の例は、Ｎ-アルキルグリシン、Ｎ-アルキルアミノプロピオン酸
、Ｎ-アルキルアミノ酪酸、Ｎ-アルキルイミノジプロピオン酸、Ｎ-ヒドロキシエチル-Ｎ
-アルキルアミドプロピルグリシン、Ｎ-アルキルタウリン、Ｎ-アルキルサルコシン、２-
アルキルアミノプロピオン酸およびアルキルアミノ酢酸である。特に好ましい両性界面活
性剤は、INCI名Disodium CocoamphodipropionateおよびDisodium Cocoamphodiacetateと
して市販されている。
【００７８】
　アルキルポリグリコシド、特にＣ８～Ｃ２２アルキルモノ-グリコシドおよびアルキル
オリゴ-グリコシドならびにそれらのエトキシ化類似体は、非イオン性界面活性剤として
適当である。飽和直鎖状脂肪アルコールおよび脂肪酸への、アルキレンオキシド付加生成
物（それぞれ、脂肪アルコールまたは脂肪酸１モルあたり２～３０モルのエチレンオキシ
ド）は、さらなる好ましい非イオン性界面活性剤であることがわかっている。優れた特性
を有する調製物は、エトキシ化グリセリンの脂肪酸エステルを非イオン性界面活性剤とし
て含有する場合にも得られる。
【００７９】
　本発明によれば、第四級アンモニウム化合物、エステルクォートおよびアミドアミン型
のカチオン性界面活性剤も好ましい。好ましい第四級アンモニウム化合物は、アンモニウ
ムハライド、例えば、アルキルトリメチルアンモニウムクロリド、ジアルキルジメチルア
ンモニウムクロリドおよびトリアルキルメチルアンモニウムクロリド、ならびにINCI名Qu
aternium-27およびQuaternium-83として既知のイミダゾリウム化合物である。四級化タン
パク質加水分解物も、本発明に使用できるカチオン性界面活性剤である。アルキルアミド
アミンは、通常、天然脂肪酸または合成脂肪酸および脂肪酸断片を、ジアルキルアミノア
ミンでアミド化することにより製造される（例えば、Tegoamid（登録商標）S 18（ステア
ラミドプロピルジメチルアミン））。好ましいエステルクォートは、脂肪酸とトリエタノ
ールアミンとの四級化エステル塩、脂肪酸とジエタノールアルキルアミンとの四級化エス
テル塩、および脂肪酸と１,２-ジヒドロキシプロピルジアルキルアミンとの四級化エステ
ル塩である。
【００８０】
　アニオン性、非イオン性、双性イオン性または両性界面活性剤は、使用できる状態の剤
の全量に基づいて、０.１～４５重量％、好ましくは１～３０重量％、特に好ましくは１
～１５重量％の量で使用される。本発明によって使用される組成物は、カチオン性界面活
性剤を、全組成物に基づいて好ましくは０.０５～１０重量％、特に好ましくは０.１～５
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重量％の量で含有する。
【００８１】
　さらに、本発明の剤は、下記のような、追加の活性物質、助剤および添加剤を含有する
ことができる：カチオンポリマー、非イオン性ポリマー（ビニルピロリジノン／ビニルア
クリレートコポリマー、ポリビニルピロリジノン、ビニルピロリジノン／ビニルアセテー
トコポリマー、ポリエチレングリコールおよびポリシロキサン）；双性イオン性および両
性ポリマー（アクリルアミドプロピル-トリメチル-アンモニウムクロリド／アクリレート
コポリマー、およびオクチルアクリルアミド／メチルメタクリレート／tert-ブチルアミ
ノエチルメタクリレート／２-ヒドロキシプロピルメタクリレートコポリマー）；アニオ
ン性ポリマー（ポリアクリル酸、架橋ポリアクリル酸、ビニルアセテート／クロトン酸コ
ポリマー、ビニルピロリジノン／ビニルアクリレートコポリマー、ビニルアセテート／ブ
チルマレエート／イソボルニルアクリレートコポリマー、メチルビニルエーテル／無水マ
レイン酸コポリマー、およびアクリル酸／エチルアクリレート／n-tert-ブチルアクリル
アミドターポリマー）；増粘剤（寒天、グアーガム、アルギネート、キサンタンガム、ア
ラビアゴム、カラヤゴム、ローカストビーン粉末、リンシードガム、デキストラン、セル
ロース誘導体、例えば、メチルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロースおよびカルボ
キシメチルセルロース、デンプン断片および誘導体、例えば、アミロース、アミロペクチ
ンおよびデキストリン、クレー、例えば、ベントナイトまたは完全合成ヒドロコロイド、
例えば、ポリビニルアルコール）；毛髪コンディショニング化合物（リン脂質、例えば、
大豆レシチン、卵レシチン、セファリンならびにシリコン油）；植物または動物由来のタ
ンパク質加水分解物（エラスチン加水分解物、コラーゲン加水分解物、ケラチン加水分解
物、乳タンパク質加水分解物、大豆タンパク加水分解物および小麦タンパク質加水分解物
、それらと脂肪酸との縮合生成物、ならびに四級化タンパク質加水分解物）；香油、ジメ
チルイソソルビットおよびシクロデキストリン；繊維構造改善物質（モノサッカリド、ジ
サッカリドおよびオリゴサッカリド、グルコース、マレイン酸および硫酸）；消泡剤、例
えばシリコーン（ジメチコン）；剤の着色用の染料；フケ防止活性物質（ピロクトンオラ
ミン、亜鉛オマジンおよびクリンバゾール）；光保護剤（誘導体化ベンゾフェノン、桂皮
酸誘導体およびトリアジン）；活性物質（パントラクトン、アラントイン、ピロリジノン
カルボン酸およびそれらの塩、ならびにビサボロール）；ビタミン、プロビタミンおよび
ビタミン前駆物質（特に、Ａ、Ｂ３、Ｂ５、Ｂ６、Ｃ、Ｅ、ＦおよびＨ群）；植物抽出物
；植物油（マカダミアナッツ油、キャンドルナッツ油、パーム油、アマラントシード油、
ピーチストーン油、アボカド油、オリーブ油、ココア油、レープシード油、セサミ油、ホ
ホバ油、ダイズ油、ピーナッツ油、イブニングプリムローズ油およびティーツリー油）；
コレステロール；調質剤（糖エステル、ポリオールエステルまたはポリオールアルキルエ
ーテル）；脂肪およびワックス（脂肪アルコール、蜜蝋、モンタン蝋およびパラフィン）
；膨張物質および浸透物質（グリセリン、プロピレングリコールモノエチルエーテル、カ
ーボネート、炭酸水素、グアニジン、尿素、例えば、第一級、第二級および第三級ホスフ
ェート）；乳白剤（ラテックス、スチレン／ＰＶＰコポリマー、およびスチレン／アクリ
ルアミドコポリマー）；真珠光沢化剤（エチレングリコールモノおよびジステアレート、
ならびにPEG-３-ジステアレート）；発泡剤、例えば、プロパン-ブタン混合物、Ｎ２Ｏ、
ジメチルエーテル、ＣＯ２および空気；酸化防止剤。
【００８２】
　当業者は、これら追加の物質を、調製物に所望される特性に応じて選択する。本発明に
使用される調製物は、追加の活性物質、助剤および添加剤を、使用できる状態の剤の全量
に基づいて、好ましくは０.０１～２５重量％、特に０.０５～１５重量％の量で含有する
。
【００８３】
　本発明の染料調製物は、好ましくは、４～１２のｐＨを示す。酸化染料の場合、染料の
塗布を、ｐＨ８.０～１０.５の弱アルカリ性媒体において行うことが好ましい。本発明に
関して、ｐＨ値は、２２℃の温度で測定される値である。
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【００８４】
　当業者は、ｐＨを調節するために、可能であれば避けるべきアンモニア、および構造的
に異なるアルカノールアミンの本発明の組合せに加えて、一般的に使用される酸性化剤お
よびアルカリ化剤について知っている。ｐＨを調節するために使用できるアルカリ化剤は
、一般に、無機塩（特に、アルカリ金属およびアルカリ土類金属の無機塩）、有機アルカ
リ化剤（特に、アミンおよび塩基性アミノ酸）から選択される。本発明に好ましい酸性化
剤は、食品酸、例えば、クエン酸、酢酸、リンゴ酸または酒石酸、ならびに希鉱酸である
。本発明に使用できる無機アルカリ化剤は、好ましくは、下記からなる群から選択される
：水酸化ナトリウム、水酸化カリウム、水酸化カルシウム、水酸化バリウム、リン酸ナト
リウム、リン酸カリウム、ケイ酸ナトリウム、ケイ酸カリウム、炭酸ナトリウムおよび炭
酸カリウム。水酸化ナトリウムおよび／または水酸化カリウムが特に好ましい。塩基性ア
ミノ酸は、好ましくは、下記からなる群から選択される：Ｌ-アルギニン、Ｄ-アルギニン
、Ｄ／Ｌ-アルギニン、Ｌ-リジン、Ｄ-リジン、Ｄ／Ｌ-リジン、特に好ましくは、Ｌ-ア
ルギニン、Ｄ-アルギニンおよびＤ／Ｌ-アルギニン。追加の酸性化剤およびアルカリ化剤
は、それぞれ、使用できる状態の剤の全重量に基づいて、好ましくは０.０５～１５重量
％、特に０.５～１０重量％の量で含有される。
【００８５】
　使用できる状態の染色および／または明色化剤を、特に毛髪において、ケラチン性繊維
に塗布し、所定の接触時間の間、繊維上に放置する。調製物は、通常、使用者の手で塗布
される。これに関して、個人用防護カバー、特に、例えばプラスチックまたはラテックス
製の防護手袋（使い捨て手袋）を着用することが好ましい。しかし、塗布補助具を使用し
て、調製物をケラチン性繊維に塗布することもできる。調製物の塗布および接触時の温度
は、室温～４５℃である。調製物の作用を、外部熱供給、例えば加熱フードによって、任
意に強めることができる。ケラチン性繊維における調製物での好ましい処理時間は、２～
６０分間、好ましくは５～４５分間である。処理時間の終わりに、洗浄調製物または水を
使用して、残留剤をケラチン性繊維から洗い流す。洗い流したら、ケラチン性繊維をタオ
ルまたはヘアドライヤーで任意に乾燥させる。
【００８６】
　本発明のさらなる主題は、ケラチン性繊維、特に人毛の酸化明色化または染色の間の、
明色化力を向上させるための、本発明の第一主題である剤の化粧的、非治療的使用である
。
【００８７】
　本発明のさらなる主題は、ケラチン性繊維、特に人毛の酸化染色の間に、白髪被覆を向
上させるための、本発明の第一主題である剤の化粧的、非治療的使用である。
【００８８】
　本発明の剤は、２つまたはそれ以上の個別包装調製物から、使用直前に調製することが
できる。このため、特に、早期反応を避けるために不適合性成分を分離することができる
。
【００８９】
　本発明のさらなる主題は、下記を含有する部品のキットである：
　化粧用担体中に式（I）で示される少なくとも１種のアルカノールアミンおよび式（II
）で示される少なくとも１種のアルカノールアミンを含んでなる調製物（Ａ）を含有する
少なくとも１つの第一容器（Ｃ１）、および
　化粧用担体中に少なくとも１種の酸化剤を含んでなる顕色剤調製物（Ｂ）を含有する少
なくとも１つの第二容器（Ｃ２）
（調製物（Ａ）および顕色剤調製物（Ｂ）はいずれも無アンモニアである）。
【００９０】
　本明細書における「容器」という用語は、その形状、材質またはクロージャに関係なく
、物質または物質の混合物を含有することができるホルダーを意味する。したがって、「
容器」という用語は、チューブ、ポーチまたはバッグ、キャニスター、カン、パン、ボト
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部を包含するが、それらに限定されない。染色調製物の成分は単一容器に入れることがで
きるが、必要に応じて、それらをそれぞれ異なる容器に入れることもでき、消費者が使用
前にそれらを混合するように指示することもできる。
【００９１】
　本発明の主題の好ましい態様は、調製物（Ａ）が少なくとも１種の酸化染料前駆物質お
よび／または少なくとも１種の直接染料から選択される少なくとも１種の発色成分を含ん
でなる、部品のキットである。
【００９２】
　特に好ましい態様において、包装ユニットは、下記から選択される少なくとも１種の追
加の成分を含む：個人用防護カバー、例えば、使い捨て手袋、エプロン、塗布補助具、例
えば、櫛、ブラシ、ペイントブラシまたはアプリセット、および使用説明書。特に、使用
説明書は、本発明の第一主題による過程において、包装ユニットの容器から剤を使用する
ための消費者への情報および指示を含む。アプリセットは、ワイドペンシルを意味するも
のと理解され、その軸の先端が繊維全体から繊維の束またはメッシュを分割することを可
能かつ容易にする。
【００９３】
　使用できる状態の明色化および／または染色剤は、部品のキットの調製物（Ａ）と顕色
剤調製物（Ｂ）とを混合することによって調製される。
【００９４】
　本発明の第一主題の好ましい態様は、必要な変更を加えて、本発明の他の主題の本発明
の使用および包装ユニットに適用される。以下の実施例は、本発明の好ましい態様を例示
するものであって、本発明を限定するものではない。
【実施例】
【００９５】
　〔明色化および染色の実施例〕
　１.１　明色化クリーム剤の製造
　以下に列記する成分から金髪化クリーム剤を調製した：
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【表１】

Lanette N INCI名: Cetearyl alcohol, Sodium Cetearyl Sulfate（セテアリルアルコー
ル、セテアリル硫酸ナトリウム）（Cognis）、
Cetiol V INCI名: Decyl Oleate（オレイン酸デシル）（Cognis）、
Cutina GMS SE INCI名: Glyceryl Stearate（ステアリン酸グリセリル）（Cognis）、
Cutina AGS INCI名: Glycol Distearate（ジステアリン酸グリコール）（Cognis）、
Eutanol G INCI名: Octyldodecanol（オクチルドデカノール）（Cognis）、
Merquat Plus 3330 INCI名: Polyquaternium-39（ポリクオタニウム-３９）（Nalco）、
Phospholipid EFA INCI名: Linoleamidopropyl PG-Dimonium Chloride Phosphate（リノ
ールアミドプロピルPG-ジモニウムクロリドホスフェート）（Uniquema）、
RonaCare Ection INCI名: Ectoin（エクトイン）（Rona／Merck KGaA）、
RonaCare Tiliroside INCI名: Sorbitol, Tiliroside（ソルビトール、ティリロシド）（
Rona／Merck KGaA）、
Sodium silicate 40/42 sodium water glass（ケイ酸ナトリウム ４０／４２ ナトリウム
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【００９６】
　脂肪および界面活性剤を共に８０℃で溶融させ、水の一部で分散させた。次に、残りの
配合成分を、順次に、撹拌しながら導入した。次に、水を１００重量％まで添加し、配合
物を加熱せずに撹拌した。
【００９７】
　配合物V１～V３は、本発明の実施例ではなく、配合物Ｅ１は、構造的に異なるアルカノ
ールアミンの組合せを使用した本発明の実施例である。V４は、アンモニアをアルカリ化
剤として使用した従来の酸化明色化剤である。
【００９８】
　１.２　顕色剤分散物との混合および塗布
　明色化クリーム剤を、以下の顕色剤分散物（値の単位は重量％）と１:１の比率で混合
した。
【表２】

【００９９】
　塗布のために、約０.７ｇの薄茶色毛髪の房（Fischbach-Miller）を、４倍の量の最終
塗布混合物で処理した。房を３５℃で４５分間処理した後、それらを通常のシャンプーで
洗い、ヘアドライヤーで乾かした。
【０１００】
　１.３　明色化力の評価
　比色測定を、各房について４つの測定点で行った。測定装置は、Datacolor社製のSpect
ralflash SF 450であった。
【０１０１】
　CIELAB色空間を使用して、測定結果を定量化した。
【０１０２】
　Ｌ値は、染色の明度を表し（黒-白軸）、Ｌ値が大きいほど、染色はより明るい。Ｌ値
が高いほど、各色合いの明色化がより強い。
【０１０３】
　以下の明色化結果を得た。
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【０１０４】
　顕著により低い過酸化水素濃度の場合でも、本発明の明色化剤（Ｅ１）は、本発明のア
ルカノールアミン組合せを含有していない関連する比較配合物Ｖ１およびＶ３と比較して
、明色化力（Ｌ値）の有意な向上を示す。顕著により高いアルカノールアミン含有量を有
する剤（Ｖ２）でも、本発明の剤Ｅ１の明色化力を達成できない。
【０１０５】
　これに対して、Ｅ１を使用した場合は、それ以外ではアンモニア含有剤（Ｖ４）でしか
得られない明色化値をほぼ達成する。
【０１０６】
　２.１　染料
　下記の染料混合物を、１.１による剤Ｅ１およびＶ１のそれぞれに追加的に組み込んだ
：ｐ-トルイレンジアミンスルフェート（０.３０重量％）；レゾルシノール（０.０３重
量％）；２-メチルレゾルシノール（０.０７重量％）；４-クロロレゾルシノール（０.０
４重量％）；２-アミノ-３-ヒドロキシピリジン（０.０３重量％）；２-アミノ-６-クロ
ロ-４-ニトロフェノール（０.０２重量％）；および２-（４-メチル-２-ニトロフェニル
）アミノエタノール（０.０２重量％）。これによって染料Ｅ１*およびＶ１*を得た。
【０１０７】
　２.２　着色／白髪被覆
　顕色剤調製物（ＥＷ４）を、２.１による各剤に添加し、中程度～強度白髪の被験者毛
髪における片側試験において３５℃で４５分間使用した。次に、毛髪をすすぎ、ヘアドラ
イヤーで乾かし、着色結果を熟練者によって判定した。
【０１０８】
　本発明の剤Ｅ１*は、Ｖ１*と比較して、顕著に向上した白髪被覆を生じることがわかっ
た。
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